
弁当…幼稚園枠と保育園枠のどちらも弁当の日  ☆…保護者が参加する行事 

月 火 水 木 金 土 日

１     ○ ２     ○ ３     ○
年長４年生交流 
民生委員訪問 
＊お客さんが 

お見えになります

４     ○
聴力検査（年長）

はいチーズ撮影 

  （全学年）

５ ６

７     ○

七夕 

誕生会

８     ○ ９     ○

PTA なかよし安全デー

１０    ○

避難訓練（火災）

１１    ○

絵本貸し出し終了

１２ １３

１４    ○

招待保育③
☆個人面談①（年少）

１５    ○

磐田西高生との交流

☆個人面談②（年少）

１６   ○

磐田西高生との交流

幼給食・弁当終了 
☆個人面談③（年少） 

１７    ×

８月誕生会 

幼１１時降園 

子育て応援講座② 

 9：00 受付 
☆個人面談④（年少） 

１８    ×

終業式 

幼１１時降園 
☆個人面談⑤（年少）

１９ ２０

２１

  海の日

こども園は

お休みです

２２    

幼夏期休業 

預かり保育あり 

保通常保育 

預かり保育料引落日

２３  ２４   ２５   

園納金引落日

幼７月分 

  保７・８月分

２６ ２７

２８ ２９  ３０   ３１      

≪８月・９月の主な☆行事予定≫ 
※PTA総会冊子の年間行事でご確認下さい。 

8 月 幼保育日はありません。 

12 日(火)～15 日(金)幼預かり保育なし 

保希望保育 

9 月 1 日（月）始業式、幼 11 時降園 

   18 日（木）年長４年生交流 

   24 日（水）一日公開日（年少） 

25 日（木）一日公開日（年中） 

26 日（金）一日公開日（年長） 

30 日（火）総合避難訓練 

（スモーク体験） 

≪子育て応援講座参加者募集！≫民生児童委員さんによる子育て講座です！ 
７月 1７日(木)9：15～10：15 に行います。１１時降園のため、子育て応援講座終了
後～降園までの時間は、各クラスでお子さんの様子を参観してくださって構いません。
（写真撮影は不可）希望される方は職員室までご連絡をお願いします。 

☆★七夕(たなばた)７月７日☆★ 
天の川をへだてて合うことができなくなった織姫（おりひめ）と彦星（ひこぼし）が１年
に１度だけ会うことができるという☆物語が有名です。 
【お願い】 
本日短冊を１枚持ち帰ります。お子さんと一緒に願い事を記入し、７月３日（木）ま
でに、園に持ってきてください。 

【お知らせ】 
 ・笹飾りは家庭へ持ち帰らず、子どもたちと一緒に願い事が天に届くようにします。 
 ・笹飾りを 4日(金)と 7 日(月)に飾りますのでご覧ください。 
  （年少：クラス 年中・長：子ども玄関階段付近） 



WBGT（暑さ指数）を測定

し、「熱中症予防運動指針」

に基づきながら安全に遊び

を楽しめるようにしていま

す。 

子どもたちは“ごっこ遊び”が大好き！

ごっこ遊びの中で、「なりきる楽しさ」を

感じたり、自分の持つイメージを表現し、

友達とイメージをすり合わせたりしながら

遊びを楽しんでいます。遊びを通して

「人と関わる力」や「豊かな言葉」が

育まれていきます。 

6月は、天気のよい日も多く、砂や泥、色水など、子どもたちの好きな遊びを

存分に楽しむことができました。 

着替えを済ませると、「今日は○○やる～！」と自分のやりたい遊びに一目散

に向かっていく子どもたちの姿から、私たち職員も元気をもらっています。これ

からも、暑さ対策をしながら、子どもたちの「やってみたい！」ができる機会を 

積み重ねていけるようにしていきたいと思います。

 アゲハチョウの幼虫がチョウに育ち飛

び立つ様子を見ることができました！ 

「アゲハチョウさん元気でね～！」 

水に触れることで、触覚（水の冷たさ）・視覚（水しぶきや光が反射する水面）・聴覚（水が流れ

る音）などの五感が働き、脳にたくさんの刺激を与えたり、「感じる力」が育まれたりしていき  

ます。水は形がなく、予測できない動きをするので、子どもたちの好奇心がくすぐ 

られ、想像力も働きます。また水は全身運動もでき、バランス感覚も育まれてい

ます。それに「癒し」の効果も･水の心地 よさを感じながら夏を楽しんでいき 

たいと思います。 

幼児教育保育課の

職員の力もお借りし

てプールの設置。 

年少児お医者さんごっこ。 

「注射しま～す！」 

年中・年長児お店屋さんごっこ。 

知っている言葉を使って先生や友達とやりとりをする中で遊びが広がります。

“いわれ”や込められている願いなどを知った

り、実際に関わったりすることで伝統的な行事

への親しみや興味関心が高まります。 

実際に見たり触れ

たりする中で、歌

詞に出てくる物の

名前を知ったり行

事に親しみを感じ

たりしています。 

ハサミやのりなどの

用具を使いながら、

つくる楽しさや 
できた喜びを感じ
ていました。 

“あわあわ ” きもちいいね～ 


